
ク
ラ
ブ
だ
よ
り

ク
ラ
ブ
だ
よ
り

　
輪
投
げ
で
楽
し
く
健
康
づ
く
り

兵
庫
区

　
川
池
東
部
寿
会

�

塚
本
　
節
子

　

川
池
東
部
寿
会
の
会
員
は
、

現
在
49
名
で
区
老
連
行
事
に

は
、
体
力
測
定
、
歩
こ
う
会
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
、

輪
投
げ
大
会
等
の
健
康
づ
く

り
事
業
や
、
１
月
の
三
社
参

り
、
春
秋
の
日
帰
り
旅
行
等

に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

川
池
東
部
寿
会
は
、
輪
投

げ
の
練
習
が
年
間
行
事
と
い

っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か

と
思
う
ほ
ど
多
く
あ
り
ま
す
。

練
習
の
場
所
も
室
内
で
で
き
、

川
池
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
も

あ
り
恵
ま
れ
て
い
る
と
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　

毎
週
水
曜
日
の
午
前
９
時

30
分
～
11
時
頃
ま
で
練
習
し
、

長
田
区
老
連

　
二
久
塚
長
老
会

�

藤
竹
　一夫

　

令
和
５
年
10
月
に
開
催
さ
れ

た
、
神
戸
市
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

演
芸
の
集
い
に
長
田
区
老
連
か

ら
大
正
琴
を
披
露
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
が
相
次
ぎ
、
久

し
ぶ
り
の
出
演
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
部
員
も
7
名
か
ら

2
名
に
減
少
し
て
い
ま
し
た
が
、

出
演
の
依
頼
が
あ
り
、
神
戸
市

老
眼
大
学
大
正
琴
部
に
友
情
出

演
を
打
診
、
参
加
を
快
諾
い
た

だ
き
ま
し
た
。
部
員
は
神
戸
市

各
区
の
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
に
所
属

さ
れ
て
お
り
、
活
躍
を
さ
れ
て

い
る
皆
さ
ん
で
す
。
大
正
琴
は

難
し
い
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、

楽
譜
を
読
め
な
く
て
も
誰
で
も

が
簡
単
に
弾
け
る
楽
し
い
楽
器

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
認

知
症
予
防
と
し
て
脳
を
刺
激
し

手
指
を
動
か
す
こ
と
が
予
防
効

果
に
繋
が
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
宅
で
も
一人
で
弾
い
て

歌
え
ま
す
。

　

出
演
者
は
高
齢
で
あ
り
難
し

い
曲
は
弾
け
ま
せ
ん
。
昔
に
習

っ
た
学
童
唱
歌
や
皆
さ
ん
の
知

っ
て
い
る
懐
か
し
い
歌
を
中
心

に
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
練
習

の
合
間
は
、
各
区
ク
ラ
ブ
の
旅

行
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ボ

ウ
リ
ン
グ
、
輪
投
げ
等
の
話
題

　
大
正
琴
の
調
べ
に
感
動

ニ
コ
ニ
コ
サ
ロ
ン
で
隠
れ
た
才
能
を
披
露

東
灘
区
　

　
本
山
ク
ラ
ブ

�

前
田
　
邦
夫

　

令
和
２
年
頃
か
ら
の
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
で
他
の
ク
ラ
ブ

と
同
様
に
、
我
々
も
各
種
行
事

が
中
止
状
態
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
３
密
を
避
け

な
が
ら
、
会
員
交
流
を
図
る

新
し
い
企
画
と
し
て
「
ニ
コ

ニ
コ
サ
ロ
ン
」
を
令
和
２
年

７
月
第
３
木
曜
に
ス
タ
ー
ト

や
歴
史
・
地
理
、
最
近
話
題

の
ク
イ
ズ
等
を
提
供
し
、
各

自
で
考
え
た
後
に
グ
ル
ー
プ

で
意
見
交
換
。

　

お
茶
休
憩
の
後
は
、「
折
り

紙
等
の
工
作
」「
手
品
や
踊
り
」

「
公
園
で
の
輪
投
げ
」「
会
員

講
師
の
研
修
」
等
バ
ラ
エ
テ

ィ
ー
豊
か
な
内
容
で
、
楽
し

く
明
る
く
フ
レ
イ
ル
予
防
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

10
月
に
は
、
有
志
10
名
で
、

尼
崎
城
と
寺
町
界
隈
に
歴
史

散
策
も
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
囲
碁
等
の
趣
味

活
動
や
地
域
奉
仕
活
動
と
し

て
、
山
手
幹
線
清
掃
並
び
に

小
学
校
の
下
校
見
守
り
を
継

続
し
実
施
し
て
い
ま
す
。

し
ま
し
た
。

　

最
初
は
数
名
で
し
た
が
、

好
評
で
現
在
は
20
名
の
メ
ン

バ
ー
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

午
後
か
ら
約
２
時
間
、
本

山
南
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
を

利
用
し
て
い
ま
す
。

　

先
ず
は
体
操
が
得
意
の
メ

ン
バ
ー
に
合
わ
せ
柔
軟
運
動
・

ス
ト
レ
ッ
チ
や
お
口
の
体
操

を
体
力
に
応
じ
て
実
施
。

　

次
に
企
画
担
当
が
、
頭
の

体
操
と
し
て
、
間
違
い
探
し

に
花
が
咲
き
ま
す
。
最
後
に
行

き
つ
く
こ
と
は
体
調
の
是
非
や

認
知
症
の
話
に
な
り
、
夫
婦
２

人
の
う
ち
ど
ち
ら
が
先
に
逝
く

か
と
侘
し
い
楽
し
く
も
あ
る
話

題
と
な
り
、
休
憩
時
間
が
い
つ

も
延
長
と
な
り
ま
す
。

　

老
眼
大
学
大
正
琴
部
の
流
派

は
「
琴
城
流
」。
部
員
は
17
名

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回

の
演
芸
大
会
の
演
目
は
、「
青
い

山
脈
」「
い
い
湯
だ
な
」
の
2
曲

を
選
び
ま
し
た
。
演
奏
後
、
来

場
者
の
温
か
い
拍
手
を
頂
戴
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

大
正
琴
部
は
コ
ミ
ス
タ
神
戸

4
階
で
第
１・３
の
火
曜
日
午
後

１
時
か
ら
練
習
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。是
非
見
学
に
お
越
し
下
さ
い
。

　
な
お
、こ
の
度「
理
事
長
感
謝
」

を
受
賞
。
思
わ
ぬ
表
彰
に
感
激

の
私
で
あ
り
ま
す
。

心を一つに練習の成果を発揮

点
数
を
つ
け
な
が
ら
争
う
こ

と
も
な
く
、
認
知
症
予
防
に

も
な
る
か
と
和
や
か
に
練
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

夏
に
は
、
会
下
山
Ｗ
Ａ
Ｉ

Ｗ
Ａ
Ｉ
夏
ま
つ
り
、
会
下
山

小
学
校
の
校
庭
で
盆
踊
り
、

模
擬
店
が
あ
り
参
加
し
ま
し

た
。
こ
の
日
は
、
西
部
寿
会

の
方
々
に
お
世
話
に
な
り
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
敬
老
の
日
に
は
赤

飯
を
配
り
喜
ん
で
い
た
だ
く

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

年
１
回
行
わ
れ
る
社
会
奉
仕

の
日
は
、
上
沢
３
丁
目
の
さ

く
ら
広
場
を
会
員
10
名
ほ
ど

で
草
む
し
り
、
花
の
手
入
れ
、

工作を楽しむ 得意の阿波踊りを披露！

歴史散策で尼崎城に 交通量の多い踏切での下校見守り

寿会の皆様による奉仕活動

草むしりで汗流す 水まき作業

掃
除
等
を
し
ま
し
た
。

　

川
池
東
部
寿
会
は
今
年
か

ら
卓
球
サ
ー
ク
ル
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
卓
球
が
し
た
い

と
入
会
の
申
し
出
が
あ
り
、

会
員
も
増
え
つ
つ
あ
り
喜
ん

で
お
り
ま
す
。

作業に参加していただいた寿会の皆さん
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